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国立大学法人三重大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　
運営費交付金 11,865 11,865 -                       
施設整備費補助金 1,891 2,103 212 （注１）
船舶建造費補助金 -                       -                       -                       
施設整備資金貸付金償還時補助金 -                       -                       -                       
補助金等収入 1,343 1,568 225 （注２）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 58 52 △ 6
自己収入 18,723 20,179 1,456
授業料、入学料及び検定料収入 4,338 4,320 △ 18 （注３）
附属病院収入 14,078 15,318 1,240 （注４）
財産処分収入 -                       -                       -                       
雑収入 307 541 234 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,152 2,387 235 （注６）
引当金取崩 -                       2 2
長期借入金 6,876 6,162 △ 714 （注７）
貸付回収金 -                       -                       -                       
承継剰余金 -                       -                       -                       
目的積立金取崩 -                       -                       -                       

計 42,908 44,318 1,410
 支出
業務費 29,384 29,880 496
教育研究経費 14,688 14,735 47 （注８）
診療経費 14,696 15,145 449 （注９）

施設整備費 8,825 8,317 △ 508 （注１０）
船舶建造費 -                       -                       -                       
補助金等 1 343 1 568 225 （注１１）

備　　　考

平成２２年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額

補助金等 1,343 1,568 225 （注１１）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,152 1,953 △ 199 （注１２）
貸付金 -                       -                       -                       
長期借入金償還金 1,204 1,188 △ 16 （注１３）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 -                       -                       -                       

計 42,908 42,906 △ 2

収入－支出 -                       1,412 1,412

○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった補助金が採択されたため、予算金額に比して決算金額が
　　　212百万円多額となっています。

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、志願者数・入学者数の減少により、予算額に比して決算金額が18百万円少額
　　　となっています。

（注１０）（注１）及び（注７）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が508百万円少額となっています。

（注７）長期借入金については、エネルギーセンター新営に係る工事を変更契約したことや、震災の影響による事業期間の延長によ
　　　り、予算金額に比して決算金額が714百万円少額となっています。

（注１３）長期借入金償還金については、借入利率が当初見込より変更になったため、予算金額に比して決算金額が16百万円少額

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国や民間等からの受託研究の獲得
　　　に努めたため、予算金額に比して決算金額が235百万円多額となっています。

（注１２）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、寄附金事業費等の執行計画を見直したことにより、予算金額に比
　　　して決算金額が199百万円少額となっています。

（注９）診療経費については、附属病院の増収に係る薬品等の診療費用が増大したため、予算金額に比して決算金額が
　　　449百万円多額となっています。

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金が採択されたため、予算金額に比して決算金額が
　　　225百万円多額となっています。

（注４）附属病院収入については、病床稼働率の向上や在院日数の短縮と手術件数の増加による入院診療単価の増等により、予算
　　　金額に比して決算金額が1,240百万円多額となっています。

（注１１）（注２）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が225百万円多額となっています。

（注５）雑収入については、主として予算段階では予定していなかった科学研究費補助金等間接経費の受入や、医学部地域医療教
　　　育支援交付金等により、予算金額に比して決算金額が234百万円多額となっています。

（注８）教育研究経費については、執行計画を見直したことにより、予算金額に比して決算金額が47百万円多額となっています。

（注１３）長期借入金償還金については、借入利率が当初見込より変更になったため、予算金額に比して決算金額が16百万円少額
　　　となっています。




